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分野：ナノテク・材料、電気・電子

脱水銀を実現！ヒトに優しい殺菌灯

UVCのうち、波長190 nmから220 nmの紫外線はヒトのDNAへの損傷を抑制しつつ、ウィルスを不活化できる波

長域として注目されています。

本提案では、この波長域で発光する新しい半導体材料として、岩塩構造をもつ酸化マグネシウム亜鉛（MgZnO）

に注目しています。結晶成長には、無害な原料とミスト化学気相堆積法を組み合わせて使用し、安心安全なシス

テムによるコスト低減を目指しています。
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利用・用途
応用分野

固体真空紫外線を用いたオゾン、OHラジカル殺菌

独自に開発した真空・深紫外線分光システム

真空・深紫外線域でのバンド端発光を観測
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光路を全て窒素ガスで置換することにより、115
nmまでの発光観測が可能です。試料室は真空
に保たれており、試料温度を5 Kから300 Kの間で
変化させることができます。

光化学反応による新材料開発

半導体素子、ディスプレイパネルなど
の製造に利用されるEUVリソグラフィー
の光源
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波長115 nmまで測定可能

励起電流密度: 3.410-2 (A/cm2)

電子銃
5 kV, 15-42 μA

（窒素ガス置換）

真空槽

MgZnO層のMgとZnの組成比に応じてバンドギャップが変化
します。その結果、室温で205～253 nmにピークを持つ発光
が得られました。発光の裾は190 nm近辺まで拡がっており、
真空紫外線の発光にも成功しました。
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190-220 nmで波長選択可能

コロナウィルス対策として、携帯用の
ポータブル殺菌灯の普及
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